
















【現状・課題】
〇働きたくても、子育て等家庭の事情により自宅外へ働きに出ること
が難しく、あきらめている女性が多い。

〇県内の在宅ワークに対するニーズは高く、在宅ワークの基礎知識
や専門スキルの習得によるワーカーの育成が必要。

○在宅ワーカーは全国で126万4千人。（在宅就労調査2013）
クラウドソーシング市場規模は飛躍的に拡大する見通しである
一方、中小企業における認知度は低い。（中小企業白書2017）

○企業は、在宅ワーカーがどのような人か、求めるスキルがあるのか
など、ネット上の情報だけでは発注に不安がある。

【取組・方向性】

○在宅ワークにチャレンジする女性を支援
⇒新たな就業の機会を創出

○再就職に不安がある女性等に対する
スキルアップ支援

○企業の在宅ワーカー活用に対する理解促進

〇在宅ワーカーと県内企業のマッチングを支援

【在宅ワーカー育成】

①入門コース（基礎講座） 在宅ワークの基礎知識、心構えや事例を紹介
1回２時間、２回開催 （定員：1回あたり50名） ※託児付き

②在宅ワーカー養成講座

在宅ワーカーとして就業につながりやすい専門スキルを習得
１回２時間×週１日×１０回（３ヶ月程度）の講座を３コース
（定員：各コース20名） ※託児付き

①在宅ワークの普及・促進活動
企業会、商工会など各団体の活動を通じて在宅ワークを周知

②在宅ワーク活用セミナー
〇「在宅ワークの適正な実施のためのガイドライン」の内容や利点・注意点など
説明
〇在宅ワーク活用企業から事例紹介

女性の就業機会の創出や企業における人材不足の解消を図るため、専門スキルを習得した在宅ワーカーを育成し、多様で柔軟な働き方の一つである、
在宅ワークを普及・啓発する。

【効果】

・女性の就業機会の創出
・ライフステージに応じた
働き方の実現

・企業の人材不足解消

【在宅ワーク活用促進】

【在宅ワークマッチング交流会】（新規）

発注希望企業の業務紹介、マッチングタイムでは、ワーカーが

各企業のブースを訪問し、商談を行う。
○在宅就業に役立つセミナー（確定申告・営業スキル向上等）
○企業紹介（各企業担当者から発注予定業務の紹介）
○マッチングタイム（個別ブースでの面談・商談）
１回３時間、１回開催

企業支援

女性支援 女性と企業のマッチング

情報提供

○在宅ワーク活用希望企業及び部内関係団体（スタートアップ
センター等）へ在宅ワーカーの情報提供

○仲介業者（企業・NPO法人）への在宅ワーカーの情報を登録
○クラウドソーシングサイトへ在宅ワーカーの情報を登録

平成30年度 働き方改革推進の取組（在宅ワークの推進）大分県雇用労働政策課

8














